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＜議事報告＞

【日程１】

報告第１号 令和５年度室蘭市教育行政方針について

（事務局） 事務局より説明した。

（質疑応答）

（Ａ委員） これまでの表現と大分変わっており、内容、文章ともに作成するのにご苦労なさっ

たのではないかと思う。冒頭のロシアのウクライナ侵攻の記載については、エネル

ギーなどの価格高騰という内容で取り上げているが、これはどちらかというと平和

や命の尊重の話が一番最初に出てくるのではないか。

（Ｂ委員） もう少し身近な子どもの現実の悩みみたいなものがある気がして、実際の子どもの

悩みが、真ん中にあったほうがいいのかなというのが全体の感覚としてある。まち

づくりのために子どもをどう使いたいのかという外側の部分が全面に出すぎてい

て、もうちょっと日々の子どもの深い悩みに軸を置いているというのがわかったほ

うが良いのではと感じた。

(Ｃ委員) 教育サポートセンターくじらんへの通室が困難な生徒のための新たな支援とはど

ういうものなのか。本人へのサポートの他に、周りの子どもたちが、本人の病気を

理解するような教育をしていかないと本当の意味での解決にならないのではない

かと思う。

(事務局) ここでの支援は、交通手段がなくて通室が困難な子どものために、路線バスを使っ

て通うことが出来るようにバス代の支援を行うというもの。

本人がなぜ休んでいるのかということへの周りの理解に関しては、担任の先生など

が説明してくれているとは思うが、もし足りないということであれば、教育委員会

から学校の先生方にお話することも出来るので、意見として出していただきたい。

また支援に関しては、先ほど説明した通室の支援の他に、スクールカウンセラーや

相談員を配置して、親御さんの悩みに寄り添えるような体制を少しずつ整える努力

を今後も続けていきたいと考えている。

【日程２】

報告第２号 令和４年度室蘭市教育委員会所管施設利用状況報告について

（事務局） 事務局より説明した。

（質疑応答）

(Ｄ委員) 春休みにきらんのキッズパークに行ったところ、休館日で残念だったという話を聞

いたことがあるが、休み期間中は開館することは出来ないのか。

（事務局) 長期休業にあたる夏休みと冬休み期間中は、通常の休みである火曜日も開館してい

る。
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(Ｅ委員) 文化センターや市民会館の利用人数が増加しているのは、コロナ影響によるものな

のか。それとも施設の存廃問題により、存続を求める声が利用増へとつながってい

るのか。

（事務局) 令和３年度はコロナによる休館期間があったため、単純比較することは難しい。ま

た、文化センターの利用人数には、大ホール以外も含まれているため、そこを精査

しないといけない。

【日程３】

報告第３号 ７月・８月の行事予定について

（事務局） 事務局より説明した。

（質疑応答） なし

【日程４】

報告第４号 室蘭市男女平等参画センター条例中一部改正の件について

（事務局） 事務局より説明した。

（質疑応答） なし

【日程５】

報告第５号 第３次室蘭市男女平等参画基本計画骨子（案）について

（事務局） 事務局より説明した。

（質疑応答）

(Ａ委員) 適切に改定されていると感じた。

【日程６】

報告第６号 室蘭市民俗資料館保管のアイヌ遺骨について

（事務局） 事務局より説明した。

（質疑応答）

(Ａ委員) 室蘭にある遺骨は、いずれは白老に行くということなのか。

(事務局) 遺族の方々がいらっしゃって返還を希望し、特定できれば返還ということになるが、

それがなければ、地元アイヌ協会の意向に沿って白老の慰霊施設に集約する予定と

なっている。

次回開催日 令和５年８月１７日（木）


